研究発表　1940年代文学研究の基底　―『迷路』を座標軸としてたどる能楽界の戦中期― by 棚町 知彌
1940年代文学研究の基底
一 『迷路Jを座標軸としてたどる能楽界の戦中期－
































































































































































































































































［目 次］［一］日露戦争当時の能／ ［二］戦時下の能／ ［三］鍛錬／ ［四］
楽師の指導／ ［五］学生能と鑑賞脳／ ［六］忠霊と新作能 のうちより
［二］戦時下の能


















































































































































































































































































放下僧 川本彦作 酢葺 野村万蔵
網之段 遠藤知久 観世喜之
近藤季雄










































































































































（独吟） 明治天皇御作 平壌 梅若六郎





























































































































































































































































演ゼシメ 以テ士気ヲ鼓舞シ 武道ト文化ノ両用ニ供シテ重キヲナシ 武家
ノ式楽トシテ公式ニ制定セラレタルハ 当時ノ文献ニ徴シテ明カナル所ニシ























































































































































































企石橋（半能） （山階信弘氏）［省略］ (pp.72～ 73) 
































































0新作能「皇軍鑑」公開一・ 能界展望 『謡曲界』（昭和 18年5月号）
佐古海軍少尉原作、観世宗家作曲に係る新作能 「皇軍艦」は、朝日新聞社主
催、海軍省後援、能楽会協賛の下に、輝く海軍記念日の前日（五月廿六日）華
族会館思賜能楽堂にて一時半、 三時半、五時半の三回に分ちて公開、各方面の
名士を招待して観覧に供する筈。出演者は、梅若万三郎、観世銀之丞、梅若万
佐世、橋岡久太郎、大槻十三、観世織雄、谷村直次郎、島津啓次の諸氏。
0大阪能楽会の建艦運動の熱意ー・
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大阪能楽会所属の楽師諸氏は、文化報国を一歩進めて建艦運動に協力し、献
金能に参加奉仕してゐる熱意に対しては 淘に感激措く能はざる所である。即
ち、 二月廿七日の生一家一門による奉仕を始め、四月十七日と廿四日の両日に
は大西家、五月一日には公和会、五月廿九日には山本家、六月十日には観能会
が奉仕する。
＊討議要旨
横手一彦氏は、 ①戦前期の旧内務省検問、戦時期の情報局による言語統制、戦後期のGHQ検閲とい
う、三つの言語管理システムの共通点と相違点は何なのか、②こうした言語管理システムは今回のテー
マである手紙や日記にどのように影響し、若手研究者はいかにアプローチしてゆくことが可能であろ
うか、と質問した。
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